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.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

さ
.
,1
:

次
に
キ
ダ
ド

.，ソ

.シ

.ヤ
リ

.

.スム

.
の
理

.論
で

.あ
■るへ
.が
、抑

.

.

.

.
も
'
'ギ
ル

.
ドo:

ジ：
.シ
'
.ヤ
.
.ソ
ズ
ム
は

'何
.
^

主
張
す
る
か
。
そ
の

«

め
1:
大
略
を
云
へ
ば
次
の
如
き

'も
の

.で
あ
る
。

.

先
づ
今
日
の
勞
働
耝
合
を
改
造

'し
て
凡
て
之
を
，產
樂
別
勢

«

組
.合
：と
な
し
、.ー
產
.業
に
從
事

す
る
勞
働
敎
は
そ
の

^

體
勞
慟

.者
4
.る
と
精

.神
勞
働
者

•な
.る
と
を
間
は
ず
、凡
ベ
て
之
を 

一
•組

合
に
網
羅
す
る
？
之
が
彼
等
の
所
謂
ナ
シ
ヨ
ナ
，
ギ
ル
ド
で

あ
る
。

こ
の
ギ

A

ド
が
逢
業

の

經
營
に
當
る
。
少
し
詳
し
く
云
ふ
と
一
ギ

y

,

f

に
厕
す
：る
各

X

場
は

#

自
を
の
支
配
人
を

0

擧
し
て
：自

_

に
.そ
.の
■適
當

_
,
?認
.め
る
方
法
で

.
_生
.產
を
行
ふ

.。

.
そ
の
生

.産
物
の
販
員
並
に

a ：
他

.

.

.

.

- 

,

逄
業
全

-{
©

の
利
窖
に

.關
す
る
問
題
は
ギ

\

ド
が
之
を
決
す
る
の
で
あ
る
。
ビ
こ
ろ
で
ギ
ヅ
ド

.

.

.
•
 

.
 

.

は
靡
業
の
經
營
ぃ
に
當
る
と
は
云
ふ
け
れ
ど
も
、生
産
手
段
は
ギ
ル
ド
の
手
に
は

M

せ
ず
し
て
國 

家
の
手
に
嫋
す
る

.。.
即
ち
國
家
は

.

.社
#

の
被
信
托
者
ど
し
て
生
產
手
段
を
所
有
し
、ギ
ル
ド
は 

同
じ
く
社
會
の
被
信
托
满
と
し

.て
そ
の
運
所

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

に
當
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
れ 

に
對
し
て
ギ
ル
ド
ば

.國
：家
に

.祖
税
又
は
賃
料
甘
县
を
納
め
る

0

,こ
の
祖
稅

W

及
び
生
產
物
の 

價
格
ビ
は
誰

.が
決
：忠
す
る
か
ど

.云
：ふ
と

.生
：產

*

全
.體

$

消
费
者
全

.

.體y

を
平
等
に
代
表
す
る 

J
o
i
n
t
o
o
m
m
s
e
e

 

(

具
體
的
に
云
へ

.
ば
ギ
グ
ド
；
ン
グ
レ
ツ
ス
と
國
家
ど
の

Joint c
o
m
m
i
t
t
e
e)

が
そ

の

任
，に
當
る
。
而
し
セ
こ
の
租
稅
ミ
、價
格
の
決
定
と
が
、生
缉
翁
の
圃
體
た
る
ギ

\

ド‘の
麻
横 

^
對
し
て

消
費
者
，を
保
竭
す
る
重
要
な
手
段
た
る
：も
の
で
あ

る

0

各
令
；の
ギ
ダ
ド
は
を
の
生 

產
物
を
賣
却
し

V

得
た
收
入
を
を
の
風
員
の
間
に
分
配
す
る
の
で
あ
，る
が
、之
を
#
人
に
平
等 

に
分
配
す
ベ

き
か
、又
は
何
か
別
の
標
離
に
據
て
之
を
行
ふ
べ
ぎ
か
は
議
論
の
存
す
を

K

で
未

.
I i.
.
. 

.

.

.

だ
決
定
し
七
居

&

ぬ

の

で

あ

る

。
::
:

.

」

,

の
®

槪
は
極
め

9

淄
單
な
も
の
で
あ
る
が
、兎
に
角
ギ
.ダ
ド
ソ
ン
ャ
ソ
ズ
ム
の
主
張
の
輪 

廊
は
之
に
依
て
知

る

事
が
出
來
や
ぅ

<
か
と
思
ふ
。

.

.而
し
て
此

'主
張
は
英
國
從
來
の
社
會
主
-義 

€

t

國
か
ら
渡
來
し
た
サ
ン

^

ガ
ジ
へ
ス

A 

^
に
»

す
る
枇
評

‘か
ら
哮
れ

^

名
の
、或
は

乙

の
ニ 

者
を
調
和
し
や
ぅ

W

す
る
 

一
0

試
み
と
し
て
生
れ
た
も
の
だ

.と
云
つ
て
好
か
ら

5
。
即
ち
ギ 

レ
ド
ソ
シ
ャ
ソ
ズ
ム
は
サ
ン
デ
カ
リ
，ス
ム
か
ら

「

生
產
者
に

•
依
る
生
産
の
支
配

」

な
る
事
を
聲
ぶ 

ビ
同
時

R

、英
吉
利

.社
食
主
義
者
の
テ
ン
ヂ
力

ク

ズ
ム
に
對
す

.る：批
評
に
顧
み

て
、
國
家
存
續
の 

必
要
を
認
め
て
居

'る
の
で
あ
る
。
ギ

.

,
ド
ソ
シ
ャ

1

ズ
ム
の
主
張
者

0
0ず
は
自
ら
.ギ
ダ
ド
ソ 

シ
ャ
ソ
ズ
ム
は

fi
t

會
主
義
の
塞
礎

.に
立
つ
サ
ン
デ
方
ブ

,ス
ム
で
あ
る

i
 .

稱
し
て
居
る
が

(

前
'揭 

淼
戶
辰
历
譯
本
ニ
五

1

之
を
反
對
の
侧
か
ら
兒
て
賃
鈒
制
度
を
否
定
す
る
，若
し
く
は
產
槳
自

第
^
-四
潴
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日
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:
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一 I

®

 

九ム
、

.
 

治
を
由
張
す
る
社
會
主
義
だ
云
つ
て
も
好
い
の
で
あ
る
。

次
に
秘
は
、ギ

\

ド
ソ
，
シ
ャ
ジ
ス
ト
が
何
故
に
英
吉
利
從
來
の
社
會
主

_

に
不
滿
を

®

じ
。又 

师
故
に
直
ち
に
之
士
正
反
對
の
極
點
に
立
つ
テ
ン
デ
力

タ

ズ
ム

R

赴
か
な
か
つ
*
と
云
ふ
理 

由
を
述
べ
度
い
。

§

 

ド
•

キ
，ノ
ト
ソ
シ
ャ
义
ス
ト
は
第
一
、に

千

九

，白

年

以

來

勞

働

«

運
動
が
漸
く
力
を
政
治
運
動
に 

集
中
し
來
た
つ
た
事

R

對
し
て
不
滿
で
あ
る
。
彼
等
の
見
る
所
に
從
へ
ば
、凡
そ
經
濟
上
の
權 

力
は
政
治
上
の
權
ヵ
に
先
た
り

♦

の

T:
'
ぁ
.る
か
ら
、勞
働
者
が
'
經
濟
上
に
於
て
解
放
せ
ら
れ
ぬ 

限
4

今
の
政
治
運

®'
比
無
效
で
あ
る
。
.勞
働
卷
が
議
會
政
策
に
力
を
注
ぐ
の
は
事
の
本
末
を 

顦
倒
し
た
も
の
：で

あ

る
^

云
ふ
の
で
あ
る
。

第
/!1

に
.勞
働
者
は

'®
に
其
運
動
の
，手
段
を

®

つ，た
許

h
-で
な

4 

♦
の
0

動
の

.目
標
を
も

«
 

o

て
.居
る
と
云

」

ふ
。
を
め
意
味
は
英
吉
利
勞
舉
者
運
職
舻
國
家
社
#
主
義
の
方
向
を
指
し
て

進
み
つ
、
あ
る
事
を
非
士
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
點
は
少
し
詳
し
く
述
べ
る

0
0
が 

あ
る

6
.
.
:
'
>

卜U

-J
r
^

Ii
1：
s:
!_1III：
kI
p
fe1

英
吉

.利
It
會
苯
義
め
ま
湖
は
坂
，年

^
:到
る

f

系
ビ
ャ

y

協
：會
碎
掏
，導
を
愛
け
て
來
ね
。

.

.

.
:

 

-

 
'

 
,:.

:而

L
. 

tブ

H
:
V

ヤX
；

協
.會
の
：.迮
張
す

'
る
ミ
こ
ろ
は
何

.饭

墓

へ

ば

、康
業
の
，國
有
市
变
社
會
的

‘
^

- 

-

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

f

作
ら

.

#te
る

®

値
：
0

_

會

«

為
公
镄
に
依
る
國

.民
的
生
活
最

.タ
限
：镌

L
e

g
a

l

I

I

S
 

.

0 .
保
_

矣

t
办

4
9 

.ギ
ル
ド
ソ
シ
ヤ
グ
ス

.
ト

は
何
故
に
之

”
^

_

v

v不
滿
釦
感
ず

' る
か

。

彼 

等
の

'晃
ふ
所
を

.以
て

.す
れ
戍
ス
み

'

^
ャ
.
ン
|

»
會
.華
義
は
：物

«
.的
_

樂
の

'
み
を
主
眼

$
し
て
、人

格

0

.

@貴
、人
間

©
自
由
：を

.無
視
し
て
展

4

と
云
ふ

.の
'
で
あ
•為

:0

即
ち

，B
s
r
a
n
d

 

R
I
1
1

が
そ
の

• 

• . 

. 

: 

. 

• 
- 

•
. 

■ 

. 

.

，

「

社
*

改
■

M

P

の
中
に
ま

.い
'
て
社
會
ま
義
は」

分

m

Q
茈

義
©(

み
を
顧
み
て
.：人

間

の

铥

_
を 

顧
み
る
事
を
忘
れ

^

と
謂

.ひ

.

.：

(

私
有
財
產
に

.就
て

®
.
.寒

C
Q
l
e

が
.從
來
，の：

•
社
會
主
：籤
者
は
人
の 

の
隸

1!
を
.見
«

か
っ
龙
在

®

し
：て
居
：る
の
は
'髯
な
.
.此
逛
諉
に
：掛
で
た
务
の
：で

貧

■
，を
M
. 

<

そ 

fe
6:
0 

•今 

C
O
M

,

”于
恢
闕
は
ん 

と
。

此

_

に
»
 

の
：嫁
を
な
す
で

で
‘
.
あ
'
.
ら
5

。

. 

R 

第
十
啤
餘

C

金
引
用
せ
ん

.

{:
'
彼

紗

0
‘

这
欲
す

"

a

A

e除
か
ざ
る
可
か
ら
ざ

4

近
.代
戰
會

0.
.
根
本
的
弊
害
：は
何
ぞ
や 

し
て
は

r

”

1

答
が

.ぁ
々
得

.各
。
而
し
で

多

< 

热

健

泰

®
人
は
間
ー
織
つ
怒
方 

翁

ろ
5

0

即
■も
彼
等
成

_

»

&
答
' ぐ
、な
.ぐ
て
は
寒
ら

.
料
の

R.「

s

塵

,̂
答
へ

4

ゃ
慘
儋
ね
る

' 
贫
當
の
、對
照
を
.
H
.前」

：見
.
て
.皿
”し

て

公

私
Q'
慈
«

の
之
5：
如
何 

ニ 

3九〕
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踩

0 
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f
 

d:.:.:SLi

l.:

' 
J
l
t
: 

ビ
も
す
る
カ
な
き
事
を
痛
切

^

感
じ
て
居
る
の

t

彼
等

.は
躊
躇
な
く

「

贫
.窮
の
撲
滅

」

ど
主
張
す 

る
た
ら
う
で
此
點
に
於
て
は
社
會
主
義
參
は
凡
で
彼
等

'S

同
蔵
見
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
に
も 

拘
ら
ず
此
答
へ
は
間

.違
つ
て
居
る
。

-
贫
窮
は

1
プ
歡
に
過
ぎ
ぬ
ゃ

’
病
患
；は

#

嵐
で
あ
る
。

貧
.富 

兩
極
の
對
立
は
必
中
放
肆

.と

.窮
屈
ビ
の
對
立
に
伴

a.

來
る
。
.

多
數

.の
人
間
，は
貧
乏
だ
か
ら
奴 

隸
の
狀
態
に

.あ

る

の

で

は

な

ぐ

，て

•奴
隸
の
狀
態
に
あ
る
か
ら
貧
乏
な
の
で
あ
る
。
然
る
を
社 

會
：虫

義

者

は

を

の

目

を

貧

教

の

物
®

上
の
窮
苦
に
：注
ぎ
、ぞ
-
の)

根
，元
の
奴
隸
の
.精
：冲
.的

単

M

に 

.
#
す
る
事
を
了

 
辦
し
な
い
の
で

'あ
ゐ」
艺
。

(self‘G
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 

in I
n
d
u
s
t
r
y

 

p
p

 

IIO-III)

:
然
る
に
自
由
の
要
求
な

.る
i

の
は
元
來
生
產
者
ビ
も
て
の
人
間
，の

.み

が

始

め

て

li
す
る
ビ 

と
ろ
の

i

の
で

.あ
る
。
•
吾：

々
の
消
費
生
活
に
於

.て
は
自
由
の
要

求̂
'は
感
せ
も
れ
な
い

o

消
费 

生
活
に
於

.：て
は
自
由
：不
自
由

0

別
は
如
意
不
如
意

.の
：別
、即

'ち
生
：活
の
安

'樂
な
石
’と
否
ミ
の
別 

に
、®

着
し
て
仕
舞

.,
ふ
.の
で
あ

5

。パ
故

に

物

質

上
の
安
樂
ょ
う
も
自
由
：を

#

重
す
る
ギ
 
>
 

ド

ソ
 

シ
ヤ
ジ

ズ

ム
の
立
場
ほ
、人
の
消
聋
者

4

し
て
の
幸
福
ノ
ょ
う

■
'
生
產
者
セ
し
て
の
幸

.觸

^

:1
き 

を

置
.
ぐ
傾
向
を
示
す
.も
の
で
あ
る

ビ

云
つ
て
差
支
な
い
の
で

あ
る
。

即
ち
ギ
ル

ド

.
ソシ

r 
y 

ズ

4

の
フ

.逸
ピ
ヤ
ン
集

.鹿
：主

_
:に
對
，す
る
不
滿
は

.彼
等
が
人

.の
'消
：1

:者
ー
と
し

.て

.の
；幸
福
の
み

r念
頭

に
®
.い

-\
生
®:
蒋
e
し
て

0-
生
浒
を

0
0
し
て
居

4
ビ
&

ふ
貧
藤
で
現
は
す

.
♦か
li
i 

來
る
の
で
あ
る
？
成

®

フ
モ
ビ
ャ
ン
の
主
張
す
る
が
如
く

±
地
資

.本
の

_

葙
を
行
へ
ば
、從
來 

相
潤
地
代
と
し

v

-^
人
の
懷
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'入
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し
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ベ
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乍
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迦
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產
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境
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家
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治
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營
す
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へ
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見
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寒
ヌ
は
都
市
の
主
服
、じす 

る
と
乙
ろ
は
國

K
:又
は
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民
全
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の
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益
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進
め
る
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外
な
ら
ぬ
。
然
る
に

一

產
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に
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し
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國
民
又
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益
と
云
ふ
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は
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消
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と
し
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の
國

K
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の
利
益
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o
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節
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節
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條
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薄
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あ
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に
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於
け
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ビ

#

苌
し
て
、行
政
部
に
磐
す
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玛
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效
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は
れ
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ビ
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名
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險
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へ
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。
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ち
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純
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蹂
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机
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起
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あ
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。
勿
論

T

エ
ビ
ャ
ン

"
ス
0

に

S
i
d
n
e
y

we

cr
b

は
危
險
に
對
し
で
：
« (
0 .

で
あ

9

た
ゆ
で
は
な
い
。
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§
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猶
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&
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.
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。
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。
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ら
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働
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受
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。
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度
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ソ
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。
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。
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，る
な
ら

ば
-
一
年
，
一
々
月

若
し
く
は

|

日
を 

«
.
.質
す

る
.> J.

ぐし
.ち
亦
同

.' 

i3: 
く
.不
當
で

.

.
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受
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濟
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れ
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'
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上

述.
ベ
て
來
た
國

家
社
會
主
義
に
對
す
る
批
評

丈
け
.に

就
て
云
へ

ば
、ギ
ル
ド

ソ
シ

P
ダ 

ズ
-ム
は
サ
ン
デ

力
；ッ
デ
：ム

'
ど
へ
殆
ど
其
主
旨
を 

そ
'.れ

で

は

ギ

ル

ドソ
シ
ヤ
ジ
ス
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は

何

故
直
ち
に
サ
シ
デ
：

力
ダ
ス
.
ド
幺
な
ら

.な
い

か
。
そ
れ
ば

.彼

等
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サ
ン
沪

カ
リ
ス

ト

の
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.

:
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張
ず
る
樣
な
生
產
者

«

制
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會
に
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す
る
根
本
的
の
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點

、或

は
生
産
者
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制
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社
會
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不
可
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理
由
を
ょ

<

知

0
|
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居
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か

'
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あ
气
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し
て
ギ
ル
ド
ソ
シ
ヤ
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ス
ト
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ヘ
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の
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ば
を
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會
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。
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ヤ
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會
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滿
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ヤ
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ゐ
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。
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リ
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著
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な
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菪
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独
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令
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令
に
‘.服

す

る
ど
云
ふ
事
か
ら 

云
：へ」

ば

現

在

.0
狀

腾

ビ

變

：ら
な
.
い
^

ら
ぅ
と
亏
 ̂

V

」

.

,

勿
難

之
に
對
し

て
サ
シ
デ
.力
リ

ス
ト
は
服
せ
ぬ
で
あ
ろ
ぅ

'0
成
程
、サ
ン
デ
.力
ジ
ズ
ム
が
實

,
 

:
;現
せ
ら
れ
た
曉
、に
は
個
冷
の
勞
働
者
は
人
の
命
令
を
受
け
て
働
ち
ん
に
は
働
く
が
、併
乍
ら
こ

.
-
• 

• 
• 

• 

~

'

0
命

.令

.を
下
す
も
の
，

^

外
.部

'0
人
で
は
な
く
て
、同
じ
仕
事
を
し

.
て
居
る
勞
働
者
で
ぁ
る

0:
炭
 

【

.

.

. 

, 

. 

-

fe

:

坑
夫
や
鐵
邋
從
業

.員
ゆ
そ

.の
組
合
の
：

.機
關

か

ら
命
令
を
受
：け

.る
、け
れ
ど
も
，機
關
を
の
者
を
組 

織
す
：る

も

の

は

同

じ

仲

間
0,
:炭
：坑

夫

や

鐵

遒

從

業

員P

あ
る
。，
ビ
答
へ
る
か
も
知
れ
な
い

o 

.併
し
炭
坑

.

.夫
組
合
，や
：鐵

遨

從

業

員

組

合

は

果

し

て

そ

の

組

合

員
.の
'利
.益
を
主
.服
ビ
し
て
產
業 

;經
營
上

0.
一
 

切
の

._
題
を
決
定

す
る

.乙

e

が
出
來
る
だ
ら
う
加
。
を
れ
が
出
來
る
と
し
て
、果 

し

て

を

れ

が

望

ま

，
：し

S
:

事
が
ら
う
か

o 

w

e

g

k
鼓

* ^
生
產

£

消
費
ビ
の
調
節
に
關
す
る
根
本 

的
雞
間
題

0

存
す
，る
事
を
認

'
'め
る
の

-
で
あ
る
。

w
e
b
b
v

問
を
發
し
て
日
く
。

全
.國
：炭
坑

.々

夫
の
組
合
：は

實

際

炭

鑛

を

所

有

し

、全
國
鐵
道
從
，.業
員
組
合
は
實
際
に
，鐵
道 

を
所
有
し
や

5
 

e
云
ふ
，か

b
;:
彼
等

は

己
れ

0

欲
す
る

i
 
>

に
•

道
鎩
山
を
經
營
レ
て
、其
生
產 

物

は
凡
て

之

を
其
：組.合

員
：に

分
配
し

や
う
と
免

る

の
が
？
：
炭
坑
の
場
合
に
就
い
て
.沄

へ
ば
、坑 

失
は
非
常
な
價
値
の
：

^

る
、代
替
す
可
.か

ら

ざ
4 .

、自
然
産
物
を
梂
辑
す

な

の
把
が
、
不
幸
に

し

て 

M

坑
夫

^

:な

る
事
を
得
，

な

か
つ
ね

.他

の
勞
働

者
は
こ
の

「

自
然

」

の
當

に
對

し

て
何
等

の

0
求
權
を 

。有

た
す
、石
.

炭
に
對
し
：て
は
坑
夫
祖
：八？
が
、勝
手
に

.

戥
求
す

名
';

如
何
な
る
價

格
を
も

甘
じ
て

支
彿 

ゆ
? :
;

け
れ
ば
な
ら

-

な
い
の
'

か
，

X

鐵
道

0 ,

場
合
に
.は
彼
，
等
の
運
轉
す

る一.
鐵
-道

は
過

去
幾

代

の 

無
數

0 '
人
の
勞
苦
に
依
て
生
れ
た
も
の
だ

が
、®

在
の
鐵
逍
從
業
員
、

及

び
其
後
繼
潜
た
る
の
幸 

第
十
四
猞

(
U

四
九

)

确

0

捋
論
.G

&
d

 S
O
C
E
f

 

第
二
號

.ー
〇
七



、

#
?
r供
：
 ̂

ノ 

ラs

o
 )

—

.說.
#.論

 

日 

第
二
锻

一 o
c
^

福
を

#

た
も

©

は
こ
の
有
利
な
る
獨
占
事
業
か
ら
生
參

$

】

.
切
；
利
：

_

を
雜
_
し

て
、
0
佘
の 

勞
働
激
他
全
國
鐵
道
從
業
員
組
合
が
、其
組
合
員
の
爲
め
、最
も
便

ft
と
認
-：©

る 

'時
間
に
旅
符
し

"

そ
の
恣
に

0
求
す
る

S

こ
る
の
賃
銀
を
茭

»

ひ
、組
合
が
祖
合
に
取
つ
て
適
宜
$
認
め
る
設
備 

:
.に
.满
足
.し

て

居

な

け

叔

ば

な
&.
な

い

の

か

-0
ナ
ン
.
f
力
タ
ス
ト
が
斯
る
見
易
§
道
理
を
着
過 

u
 

t
居
る

_

於
声
か

':
0

即
ち
英
吉
刺
记
於
け
る
ナ

-
v

f
丸
タ
ズ
ム
の

®

傅
機
關
紙

「

ず
ン
デ
力 

:
;
タネは此點を說明

-し
て
，炭
坑
や
鐵
遨
は
、坑
夫
鐵
道
從
業
鳳
の
有
に
觸
せ
ず
し
て
、サ
ン
ヂ 

力
タ

.ス
ト
の
社

#

s
y
n
d
o*
a :
.K*
t c

l
l

t
y

に
屬
す
る

o

而
し
て
、欉
令
の
生
産
物
の
價
格
他
組 

合
と
紙
合
ビ
の
關
：係
を
決
定
ず
：る

爲

办
0

機

關
€

し
.て
.#'
產
業
办
勞
'働
組
合
か
ら
選
出
电
ら 

れ

た

代

表

:#
を
以v

 G
e
neral 

c
o
s
c
i
L

又

はNational A
s
s
e
m
b
l

^-
を
駔
織
す
る
。

S

し

て
t

機

續
.
>

_
鐵
«

從
數
員
又
は
.炭

^
;今
^

組
合
を
：し
七
：萁

@

獨

占

權

を

濫

诩

^

し

め

ぬ

事

に

注

意

ず
る
の 

だ
を
云
ぶ
。

即

ち
ft
會
ー
全
體
の
爲
め
に
生
產
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
生
產
物
の
分
最
を
決
楚 

■:
'.
;す

る

(&
は
。そ
©

産

業

®

全

，
國

組

合

好

は

贫

丨

て

$

目

も
0

0

|

1又は

|

|

ぞ
界

|

7
な
の
で 

ぁ
る

.0
從

0

て

-
日f

勞
働
時
間
を

®

 ̂

い
て

#

組
合
が
、を
の
鈕 

合
員

r

3c
.
^
$ 

.

る
•給
料
の
額
を

身

定
す
各
の
も

®

此

^
 A

s
s
e
m
b
l
y

な
の
で
ぁ
る
。
成

し

，

■ 

. 

. 

I
 

「

. 

.

.

.
:

. 

^

: ^
$

な
机

.ば
'、此
，'G

e
n
i
i

 

A
s
s
e
m
b
i
y
«

サ
ン
デ
方

y

ス
” 

0

«

#

:す
各

_

會
§

餘
り
鐵
ら
奴

も 

の
^

な
り
は
し
な
い
か
。
成
程
此
の

.議
會
に
は
生
產
激
ぬ

*-
&

ざ
奋

も
.§

は
代
表
次
れ
て

S
 

な
い

.。
饼
し
其

.議
#

で
は
個
令

' 
の
產
業
の
代
表
莕
は
無
力
な
る
小
數
者

M
i
n
o
r
i
t
y

に
過
ぎ
な 

い：
9

で
ぁ
る
、

■•
斯
5,
'*
ふ
_

で
サ
ン
デ
；；ヵ
タ
ズ

.ム
の
祉
會
.で
も
個
々
の
全
國
勞
働
組
合
の
外 

に
挺

R

其
上
に
立
；つ：權
办

(

機
職

)

が

ク

て
、
©

し
て

”
其
.の
機
關
を

a

繼
す
る
者
ゆ
.大
部
分
は
特 

:寒
の
舞
業

{.
:
:於
け

K
T

勞
鋤
狀
：態
に
關
.し

て

ぼ

全
{

棘
昝
諷

«;
經
驗
な

0-
で
ぁ
各
。
要
す
备
に 

一I

の
謂
ふ

.
所
I

t

:

個
：々
の
勞
働
紕
侖
栌
全

<

抓
部
办
强
制
を

■

唆

{;
:
:眞
に
&
由
に 

其
產
業
經
營
の
事
お
雜

4

な
ら

C
、を
れ
は
佩
々

.
の
勞
儆
組
合
が

^

產
物
消
#
漭
ぬ
各
全
敏
會 

を
搾
取
す
名
擧

R

«
る
I
、此

0

取
を
防
が
：

^'
が
，
爲
め
ド
、サ

ン
•ル
力

^

ス
ト

®,
或
者
が

Hf
e

張
す 

名
#

.に「

#

勢
働
紙
合

0
:上

|>
;
立

0

^

.生
產
と
浪
醬
と

0
.諷
和
を
釙

a,
機
關
を
設
け
な
な
ら
ぼ
、
 

を
す
は

1

旦
S

;.
?

•し
^

國
家
を
復
活
さ
せ
る

—

に
®:
着
す

4

ビ
S

ふ

0:
で

办

今

,.
へ''.
'

.

.

.

.

(

八
}
:
'
：
:

;

.

'

,

.

..' 

: 

W

I

0

龙

ジ

デ

；力
：

.

ジ
：ズ

A」

批
»

蜂

p

M
.

:
L

1
6

y

9 -.

に
.

依
- o

.

て
.

难

衍

せ
& ,

ね

て
®

る
。

G
o
^
'は

.大
':職

参

述
；：

”
 

锋
に
'骷

.

.

.

.

.

务
"
 ̂四
.
^
. 

. 

(

. ニ
ゴ
”

‘

)

.

.
’攀
：.
.
.
'
.
.
.

魏「

.:.
¥■
.
.
論
...

bails SoeiSJis 
日
..
.

.

.

.

.

.

.

.J'
T
.
I
駿
..：.
.
j
o
^
.
.



十̂ ol

魅
.

(
」

，1
3L
.ニ
-

」

，
.
' 

.

論
-
-
.
.
說.■ 

.

Wパ論
-
-

-Guild, socialism-. 

...
嚷ニ
^

ニ
-
J

し
て
日

く「
斯
の
如

§
組
，織
は

ニ
つ
の
物
の
何
れ

か
な
る

事
を
意
味
し
て

居
る
。

即
ち

究
全
な 

る

b
r
o
t
h
e
r
h
o
o
d

の，
行
は
れ
•る
事
を
假
想
す
る

事
に
依
て
二
切
の
難
問
題
を
片
附

け
る

無
政
府

主
義
的
ユ
ー
ト
ビ
ャ
た
る
事
を
意
味
す

る

か
、

.

.
或
は
產
業
支
配
權
の
一
部
^
勞
働
組
合

の
手
か
ら
離
れ
て「

强
制
が
，外

部

か

ら

加

へ

ら

れ

る

事

。

.一
言
に
し
て
云
へ
ば
放
.逐
さ
れ
た
國 

家
及
び
地
方
自
，治

0

が

H
r
a
d
e
s

 
C
o
u
n
c
i
l
s

統
針
委
員
會
、生
產
委
員

#

こ

云

ぶ

や

ぅ

な

形

^
化
け 

て
苒
び
ナ
ン
デ
力
ジ
ス
ト
の
社
會
に
採

用

せ
ら
れ
る
か
，何

れ

か

な

る

事

を

意

味

し

て

居

る
o 

こ
の
機
關
の
壓
制
，輕
重
或
は
.：統

託

委

員

會

が

新

社
#

の
安
定
と
，能
率
と
を
保
つ
爲
め
に
瓦
ヒ 

^

今
官
僚
的
機
辦
ビ
化
す
る
：こ
と
な
き
や
否
や
は
今
論
す
る
こ
ど
を
耍
せ
ぬ
問
題
で
あ
る
。
 

論
の
要
點
は

>
 
ン
：デ
力
；
タ
ズ
ム
.
が
调
底

(

を
れ
は
國
家
ミ
云
ふ
名
で
あ
つ
て
も
な
く
て
も
好
い 

が
兎
に
例

)

組
織
せ
ら
れ
允
，る

♦消
費
者
の
支

.配
を
脫
す
る
事
が
出
枣
ぬ
と
云
ふ
に
あ
る

」

ビ(

p M
.
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: 

* 

•

旣
R
前
に
述
ベ
^
现
由
で
，ギ

^
ド
ソ
シ
ャ
ブ.

ス
.
ト
は
國
家
社
會
主
義(

集
產
主
«
に
對
し
て

は
不
滿
を
感
.じ，
サ
、
ン
デ
力
ソ
ス
ト

f

共
に
生
產
者
の
生
產
支
配
に

依
て

實
現
せ
，ら
れ
得
べ
き

&
由
の
：境
地
を
憧
憬
し

.て
居
る
？：
.併
.し
乍
ら
同
時
に
彼
等
は

.ク
工
ビ
.ャ
ン
社
會
主
義
の
ナ
ン 

デ
ヵ
ジ
ズ
ム
に
對
す
る

•批
評
に
依
て
眞
の
生
庫
者
專
腳

.の
窵
現
す
可
か
ら

f

事
、若
し
實
現

n

れ
る
す
し
て

も

そ
の
*

:

於
敷
咬
し
か
ら
ざ
る
の
道
理
に
は
服
せ
ざ
る
を
，得
な
い

o
與
處
で

. 
■
.

.

.

.
:ト

' 

\
 

.

彼
等
に
取
づ

V

は
集
產
主
義

と
.國
家
社
會
主
義

ビ
の
中

間
を
行
く
ょ
り
外
に
は
.途
は
な

い
。

.

.

.

. 

.... 

...1 

:
バ

•
:
.
.

即
■ち

！方
で
は
生
：產
翥
の

_

結
：た
る

ギ
，
ド
に
生

產
經
營
の
任

を
.委
し
、勞
働
者
を
己
れ

自
ら

の
歷
主
に
す
る
こ
と
に
饫
て

^

銀
制
度
を
廢
止
す
る

ノ
レ
同
時

^
、他
方
に
於
て
國
家
を
^
し
て

. 

• 

■ 

1
-
1

之
を
し
て

『

ギ

f

1'
に
»:
抗
し
て
國
民
の
消
費
者

^

し
て
の
利
害
を
保
帳
せ
し
め

る

乙

ビ

を
考 

へ
た

' 

を
：こ
で
彼

^

は「

ギX

ド
を
國
家

,

こ
の
二
つ
を
支
柱
と
す
る

v

ご
ろ
の
®
會
組
織
の 

案
出

.

.に
到
達

し

た
：の

"で
，あ
る
。

ニ

者
0

何
れ
か
一
つ
の
み
を
以
て
す
れ
ば
必
中
生
產
潘
鄭
制 

に
陷
ら
な
く
て
は
な

'ら
-
ぬ
o 
ノ

を

こ

，
で

、

Col<
2

は
謂
ふ
。

ベ「

凡
て
の
消
费
瀵
と
生
，產
者
の
權
利

ミ
入
袼
ビ
を
承

認
す
る
安
固
な
社
會
は
、國

家
と

勞
憐
辑 

合
f

が
新

ら
し
•い

m

母
お
引
.受

け
*

§

範
圍
で
支

I B

權
を
托
せ
ら
れ
る
事
に
依

て

の

.
 

.

.
各 

.

.

.：

み
實
琬

せ
ら
れ
る
。

有
力
な
勞
働
組
合
に
依
て
.補
は

れ
ざ
を
コ

V*

ク，チ

#
ズ
ム
は
大
規
模
な 

る

ピ

B
u
r
e
a
u
c
r
a
c
y

に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
ぅ
。

又
勞
働

組
合
に
し
て

有

力
、民

主
的
な
る

國
家
の

之

笫
十
四-

粒

(

ニ
玉
ロ】

〕

論

、
餽

#

論
o

p
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 S
o

c
i

a
l

i
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れ
に

■
抗

す
.

る
'
:

も
.0.
な
き
場

合

に
は
、を
わ

は
舉
觚

專
斷
酚

f

事
ぬ
，於
：て
.勞
働
組

合：
ゆ
0 
0 

を
褒
け
ぬ
國
家
妃

讓

ら

.ぬ
で
« >

•
■ 

&

ぅ」

。

‘ 

•

：
：「

最
鷹
：義
に
於
け

4

產
業

^

^

ダ
ス

b

义
ィ
s .
生 

產

Q

間
題
で
あ
る
と
同
時

.

に
淑
費

®

用)

の
,

間

題

t
f e

る
o

傘
® :

物
砍
造

&

れ
ね
ば
な

&

ぬ
•励 

w 

m

誰
.れ

か
■そ
れ
を

消
費
す

苓
權
利
を
有
殳
可
ぎ
如
を
決
せ
ね

c

S

も

ぬ
。

一
方

,c
1

て
生 

逾
物
の
蝕
質
と
其
使
用
の
決
定
は
明

‘

か
.
に
主
'ど
し
て
使
用
者
に
取
て
の
問
題
で
あ
る
ビ
阆 

時
に
、他
方
に
於
で
如
何
次
る
條
件

^

於

,

生
座
を

#

ふ
可

き

か

は
生
轰
者
に
取
て
最

i

直
燦 

肝

：
要

：
の

關

係

あ

在

間

®

で

、
生

：産.裁

&

戯
等
條
体

C.
對
1y
a
土
配

*

分
他
人
尿
飿
の
人

)

ゆ
手
中 

e

委
1

る

擇
に
は
行
か
な

.
'い

(?
)
.で
^)
る
-

緣
る

.
に、ぬ
ぎ
紙

»:
生

_

者
は

f

0
吵

K

疼 

化
せ
&
れ
た
國
家
又
は
麵
治
織
を
じ

て、
^
 

^し
め
，や

$

と
す
る
。
即
ち
彼

.

^
ゆ
m
0

す
る

"!
-
 

•
で
：は

M
か
1
今
如

»
猶
夠
國
有

0.
解
榘
、市
.梅
鐵

I

に
於

I

と
同
機

K

1
て
み
勞
働
考 

は
.：國
'家
.又
は
自
治
.體
に

‘歷
は
：：れ
.

」

る
。
而
し
で
勞
働
栽
ゆ
消
盤
者
全

.體

Q
好
意
に
依
て
‘適
瞥
な 

な

:®
銀
勞

#
時
擀
及

」

び
其
他

,0
勞
働
絛

#
を
保
障
せ

&:
.
れ
厶

0
で
4
る
o

反
之
新
ら
し
、
よ 

ゲ
ギ
ヵ
爻
ス

ト

($
:凡
：て

•◎.問
題
癸
勞
：働
栽

.の
紕
备

{;
;
■
徵
资
し
办
ゃ
す

.益

。

彼
.
，等

は

勞

働
 

芻
を
，細
，合に

.網
鹕
し
直
接

«
動
に

0
て
*•
本
家

0
,產
翁
衮
配
權
を
奪
ひ
、坐
產
及
び
分

m
の
手誦

|13養,
i L

;^
.
ぃJ.

自
■ら

完
全
に
占
有

し

ょ
ラ

ど

す

. ^

の
で
あ
る

。
，此
ニ

o

の
立
場
は
全
然
相
反
し
て
屈
る

0 

併
乍
ら
此
の
相
反
す
る
ニ
-つ

の
立
場
は
全
然
相
容
れ
ぬ

も
の
で
は
な
い
。

「

今
日
の
社
會

主
®
 

者
に
、取
て
'の
間
題
は
此
ー
ー
つ
を
調
和
さ
せ
る
事
に

あ

る
。

兩
者
冬

の
.
一
を

欠
け
ば
高
き
迦
想 

g
r

骨
•

■
ぬ

作
ら
れ
ぬ

it
會
尊
籤
者
に

し
て

徒
ら
に

サ

ン
デ
ヵ
リ
ズ
ム
を
非

,

す

る
こ

ぐしなく 

し
て
能
く
此
理

想

'を

ー

了

解

し
集
産

•主
義
，の
政
治
的

1.
E

義
の
理
想
ビ
ナ
ン
デ
力
ソ
ズ
ム
を
調
和 

せ
し
め
る
や
う
ゼ
す
る

®

ら
ば

「

集
產
主
義
ぐ

j

ナ
ン
デ
力
リ
ズ
ム
と
は

.

相
反
す

る
勢
力
で
は
な 

く
相
互

に
欠
く
可
ら

ざ
る
、相

»

ふ
>
5想
で

あ

る
;?
:

ろ
う」 (self G

o
v
e
r
n
m
e
n
t

 in Industry p
p

 

1
0
5
- 8
)

即 

ち

ギ
パ
ド
ソ
シ
ャ

y

ス
トの

-
期
待
す
る
社
會
は
國
家
？
ギ
，
ド
ビ
の

權
ヵ

の
均
衡
に
依
て
典 

安り定

「

を

保
-
つ
ズ
居

' る
の
で
あ
る
。

而
し
て

‘此

事

あ
，ら
し
め
ん
が

爲
め
に
は
ギ
ル
ド
ど
國
家
ど 

の
權
カ
；樣
對
等
：で

.
な
く
て
は
な
：ら
ぬ
？
即
ち
ギ
ル
ド
ソ
シ
ャ
リ
ス
：ト
は
國
家
を
存
續
せ
し
め
：
 

石i
:
l

'^
ふ
け
れ
ゼ
，scvnre:ignty

::(

其
の
立
法
行
政
«
は
涵
家
に
存
す
る
の
で
は
な

く

<
、分
_
せ 

ら
れ

y
、

ギ 
>
,
ド
ビ

國
家
ビ

に

分
擔
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
但
し
勢
力
の
均

.衡
ビ
云
：つ
て 

も『

そ
れ
は
：部
分

9

勢
力

.ビ
全
體
の
勢
力
ビ
を
對
抗
せ
し
め
ょ
う
と
云
ふ
の
で
は
な
い

o

或

J 
.
 

の、資
格

(

生
逄
者

€

し
て

.の
資
格

)

に
於
け
る

全
國
民

ビ
他
の
資
格

(

消
骁
者
と
し
て
の
資
格

)

に
於 

箱
十
四
盤

c

m
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第
二̂

ニ
^

け
る
全
.
國
.民
.

と
の
均
衡
を
章

.
味
す
る
名
の
で
あ
ゃ
。

之
を
具

®

的
.
に
云
へ
ば
今
日
吾
々

は

地

理
的

.

選
，擧
區
か
：'

ら
s i

-f
f

i

せ
.

ち
：れ

t

た
お
ぐ
一
の
議

.

會

，
を

有

し

て

、
そ

.

机
が
最
高
の
權
力
を
®
求

し
七
居
る
が
、ギ
ル
ド
：メ
ン
は

.之

.に
皮
し
て
ニ

0

の
議
會
を
粟
求
す
る
。
即
ち
一
つ
は
凡
て
の

使
用
翁

(

若
く
ば
沿

«

,

者

- ¥
.

代
表
す
る
驰
理

：

助
議
：會

^ r
r

も
ぅ
一
つ
は
凡
て
の
生
*
*
を
代
表
す

る 

'産
業
的
議
.會
で
あ

る
。

而
し
て
注
產
者
ビ
消
醬
者
ビ
共
に
關
係
あ
る
問
題
は
之
を

こ
の

兩

掘
體
-

の
• «

議
R

依
て
決
せ
し
め
ょ

5
 

£
云
ふ
の
で
あ
る

」

ビ
。

L
a

b
o

u
r

 

i
n

 

t
h
e

 

C
o

日日

o
n
w
e
a
l
t
h

 

n
p

 

2
1
ャ

1
2
:

 

、： 

. 

•
':
:

:,
,
;

ギ
グ

ド

ソ
シ
ャ
ヲ

乂
'.
ム
の

|,祉

會

主

義

學

說

叉

は

勞

働

組
^

學
.說
：と
し
て
の
特
色
は

を
の 

生

產

奢

人

格

：の
尊
#

?

人

細
0

自
曲
ミ
を
生
位

.

に
置
，く
サ
ン
デ
ヵ
タ
ズ

ム 

'
財
の
分

E

の
公 

正

を

主

眼
^

す
石
集
，座
虫

«

と
の
調
和
を
試
み
た
饊
に
あ
る

0

然
ら
ば
ギ
ル
ド
ソ
シ
ャ
タ
ズ 

ム
は
英
國

m

會
思

.

.

想
史
J b

R

於
て

^

然
新
ら
し
い
特

M
の
i t

%

で

あ

る

か

と

云

ふ

に

、消
，費

者 

の

.利

窖

ゼ

生

產
* -

0

利
«

の
'

調
和
と
云

_

ふ
考
へ

は

新
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
。
を
れ
は
#
に
 

或

程
.

«
''
1

で

s
l
d
n
e
N

 

W
e

b
b
_

に
&
„て
I I

み
ら
れ
て

居

る
。

W
e

b
b

は
人
の
知
る

%

り

J
n

d
u

s
t

r
f

a
l

D
e
m
o
c
r
a
c
y

の
.最

後
.
0
.章
.で

集

逾
%

,
義

實

現

の_

に

於

け

る

：
勞

働

組

，
合

\の
_

分
を
.論

：
じV

 

土 

地
.繁
本
.の
公
；有
に
移
：̂

れ
た
後
に
，於
て
も
勞
働
組
合
の
決
し
て
廢
業
す
可
か
ら
ざ
る
乙
と
を 

主「

張
し

^

居
る
。
、

I
b

b

は
；云

「

ふ
の
に
凡
て
產
業
の
經
營
に
は

H

つ
の
，問

題

を

決

し

な

け
^

 

ば
な
ら
.ぬ
，。(一

)

何
を
激
許
生
產
.す
る
か
£

)

如
何
な
る
方
法

#

料
技
術
手
績
及
び

i
i
u
m
a
n

 

agent 

を
ぃ
以
て
生
產
す
.る
：か

及

癸

三

莲

產

者

賃
.銀
、勞
働
時
間
興
他
勞
働
條
件
を
如
何
に
す
べ
き
や
が 

是
，で：

.あ
る
。
南
し
て

:lb
t
>
:

;-.

は
；謂

^

の
に
第
一

m

ニ
の
問
題
は
赏
然
沧
費

#.
に
依
て
決
せ
ら 

る

，
ベ
：
き

問
'題
で

^

る
^

、第

」
l.f

の
問
題
は
必
ら
す
生

*

卷
を
し
て
決
せ
し
め
：な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

何
故

消
費
者

.を

し

て

，
：
こ

：
の
：
問

：
題

を

.決
せ
し
め
て
は
な
ら

^

か
ビ
云
へ
ば
、消
費
者
は
第
一
勞
働 

者
の」

勞
働
狱
態
を
：知

ら
^

い
。
假
に
之
を
知
つ
て
ゐ
る
と
し
て
も
消
費
者
が
常

.に
求
め
て

JH 

まg
:

事
は

®
;格〕

の
低
廉

」

で
：
あ
る
。

し
て
見
る

S
、此
問
題
を
消
®
者
に
決
定
さ
せ
れ
ば
梦
働
條 

#

は

：
常

に

不

常

：

^

腿
迫
を
袭
る

'危
險

.が
あ
る
。
營
利
と
云
ふ
糸
を
通
じ

'

V

梢

'®
者
の
爲
に
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あ
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。
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